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　同窓会会員の皆様におかれまし
ては、ご健勝のこととお喜び申し
上げます。
　昨年秋の総会にて、同窓会会員
の範囲が拡大され、在校生も同窓
会員になりましたことをお知らせ
いたします。北大経済学部同窓会
は、従来は卒業生の親睦を主たる
目的として活動してまいりました。

しかし、最近になって北海道大学
とりわけ経済学部との連携が重要
となってきました。北海道大学の
同窓会組織も、全学同窓会・校友
会エルムが発足し、在校生も会員
として活動を始めました。こうい
う大きな潮流に対応すべく、今回
の規約改正に至りました。さっそ
く新しい活動に取り組み、在校生
を対象として大手人材広告企業、
株式会社マイナビと共同で、イン
ターンシップ参加へ向けての準備
講座を開催いたしました。講座に
は多くの経済学部生が参加し好評
でした。また、昨年度は在校生支

援活動のための協賛金を募集した
ところ、多数の会員からご賛同を
いただきました。厚く御礼申し上
げます。
　今後は会員間の親睦と在校生へ
の支援活動を両軸として、積極的
に活動してゆく所存です。会員の
皆様の従来に増しての温かいご支
援を今後ともよろしくお願い申し
上げます。最後になりますが、ご
寄稿くださいました皆様並びに会
報作成にご協力くださいました皆
様に心から感謝し、ごあいさつと
いたします。

ごあいさつ
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巻 頭 言

経済学研究院長
（学院長・学部長）

平　本　健　太
（昭和62年卒）

　昨年 4月に大学院経済学研究院長・経済学院長・経済
学部長を拝命し、本年で 2年目になりました。この 1年
間を振り返ると、大学に配分される運営費交付金ならび
に、部局に配分される予算のさらなる削減をはじめとし
て、大学を取り巻く環境がいっそう厳しさを増しつつあ
るというのが偽らざる実感です。
　こうした状況下、同窓会の皆さまには、平素より経済
学研究院・経済学院・経済学部にご厚情を賜り、心より
感謝いたしております。昨年度、同窓会が経済学部学生
のための「協賛金（学生支援金）」を、新たに募ってく
ださいました。この学生支援金として、初年度から多く
のご寄付をいただきました。学部および大学院学生のた
めに有意義に使わせていただくべく、同窓会事務局とも
連携をしながら使途を検討しているところです。また、
同窓生の皆さまには、北大フロンティア基金などへの高
額のご寄付を通じて、経済学部をご支援くださる方が多
くいらっしゃいます。これからも同窓会との関係をいっ
そう密にして、同窓生の皆さまのご期待に応えられるよ
う、精一杯勤めたいと考えております。

　さて、本年度のホームカミングデーは、来る 9月28日
（土曜日）に実施されます（https://www.hokudai.ac.jp/
home2019/）。例年同様、午後に文学部・教育学部・法
学部・経済学部合同企画により開催いたします。本年度
は経済学部が担当部局となっており、「北海道観光の新
たな可能性―アドベンチャートラベルとは？」という
タイトルでの公開講演会を予定しています。アドベン
チャートラベルは、自然、アクティビティ、異文化とい
う観光にまつわる 3つの要素のうちの 2つ以上を含む旅
行と定義され、観光立国を目指す北海道にとって新たな
可能性をもたらすものとして注目されつつあります。今
回は、地域プロデューサーのかとうけいこ氏と、利尻島
でネイチャーガイドをなさっている渡辺敏哉氏のおふた
りをお招きし、わたしがコーディネータ役となって北海
道観光のこれからについて展望いたします。多くの同窓
生の皆さまのご参加をお待ちしております。
　昨年度の同窓会報で、大学院修士課程におけるイェー
テボリ大学とのダブルディグリー・プログラム（DDP）
が始動したことをご報告しました。その後、台湾のトッ
プ大学である国立台湾大学、韓国の有名私立大学である
延世大学との間でも同様のDDPが締結され、大学院学
生の派遣および受け入れの体制が整いました。大学のグ
ローバル化がますます求められる中、われわれも海外の
トップ大学との関係のさらなる強化を目指してまいりま
す。
　同窓会の皆さまにおかれましては、経済学研究院・経
済学院・経済学部の取り組みにご関心をお持ちいただ
き、いっそうのご協力とご支援を頂戴できれば幸甚でご
ざいます。

●お酒は20歳になってから。●妊娠中・授乳期、また自動車・機械等の運転前、運転中の飲酒は避けて下さい。●お酒はおいしく適量を。●表示価格はメーカー希望小売価格（税込）です。

日本清酒株式会社

北海道大学認定

札幌市中央区南3条東5丁目2番地 1011－221－7106 http://www.nipponseishu.co.jp

同じ札幌の地で歴史を育む「札幌唯一の酒蔵　千歳鶴」が、創業140余年の伝統の技で丹念に醸
し上げました。原料米は北海道が誇る酒造好適米「吟風」を使用した北海道産100％のこだわり
の逸品です。

◀
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。

180ml詰
822円（税込）

お問合せ先
札幌市北区北8条西4丁目（北大構内）
北大ショップ　北大交流プラザ　エルムの森ショップ
TEL011-708-7540

札幌市北区北8条西7丁目
北大グッズ受注センター　⑭エルムプロジェクト　担当/近澤
TEL011-708-0388　FAX011-708-0389　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp

500ml詰
2,400円（税込）

500ml詰
2,900円（税込）
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経済学部・法学部同窓会対抗ゴルフ大会経済学部・法学部同窓会対抗ゴルフ大会 ―素晴らしい経済学部OBたち―

6 月22日（土）札幌エルムCCにて第39回となる「伝統の一戦」
が行われる予定でしたが、当日早朝から雨脚が激しく、さらに
雷鳴も鳴りやまず、スタート直前で「中止」を決定しました。

この間、経済学部の参加者はキャンセルもせず全員現地に来て
下さり、さらに用意した賞品を積極的に購入していただきました。

幹事として心から感謝申し上げますとともに、別の意味のスポー
ツマンシップを見た思いです。

来年も 6月下旬に行います。景品も豪華です。スコア100以上で
も優勝可能です。初参加者、初心者、女性…大歓迎いたします。
参加ご希望の方は事務局までご連絡ください。          

　 3月25日、午前中の卒業式に続き「百年記念館」にお
いて経済学研究院・経済学部の「卒業生を送る会」が開
催され、200人を超える卒業生が集まりました。

　まず、平本健太研究院長・学部長が「“選ばれた存在”“フ
ロントランナー”としての自覚を持って新しいものを創り
だし、世の中をよくするために頑張ってほしい」さらに、「社
会に出てからのネットワーク作りに同窓会を積極的に活用
してほしい」とのお言葉を送られました。

　続いて上野同窓会長からはゲーテの言葉を引用し、予
測困難な時代の中を自分を信じて力強く生き抜いてほし
いとの餞の言葉がありました。

　表紙の写真はその後のパーティーの様子です。北大経
済学部同窓会の旗を持って記念撮影に応じていただきま
した（掲載したのはほんの一部です）。
　恩師を囲んでの談笑の輪がいくつも見られ、最後まで
安堵感と開放感にあふれた歓声が会場いっぱいに響き
渡っていました。

　この会には例年同窓会より20万円（優秀論文副賞含む）
を寄贈し多くの学部関係者より感謝の言葉をいただいて
おります。

今年の表紙は

「卒業生を送る会」「卒業生を送る会」
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●❶ ゼミ紹介

□ゼミの活動
　はじめまして。今回のゼミ紹介をさせていただく緒方富岳
です。在学中は同窓会に関わるような機会をいただくことは
あまりないので少なからず緊張していますが、緩く読んでい
ただけると幸いです。
　蟹江ゼミでは監査論を扱っています。実はこの監査論、現
在の経済学部のカリキュラムでは三年生の後期で初めて講義
を受けるものです。したがって初めてゼミに入った新三年生
は個人で学んでいない限り予備知識の無いままゼミに参加す
ることになります。これが他のゼミと最も異なる点かもしれ
ません。
　蟹江ゼミは前
期ではグループ
ワークを行いま
す。16人の学生
を二つのグルー
プに分けてテー
マに沿った議論
を行うことにな
ります。テーマ
は毎年異なり
ますが、例えば今年は「監査業務と非監査業務の同時提供が
監査の質に与える影響」をテーマにして一方のグループはそ
のメリットを、もう一方はデメリットを出し、最終的にディ
ベートをしようとしています。前期に行うので、三年生は知
識がないままグループワークに参加することになります。と
ても大変ですが、だからこそ三年生には自学がより強く促さ
れ、また去年同じ経験をした四年生はそのつらさを知ってい
るからこそ、その学習を手伝いグループとしての結束が強く
なっていきます。最終的には就活等で忙殺されてしまった四
年生よりも三年生が議論を引っ張っていくようなこともあり
ます。
　後期では卒業論文の制作を主に行うことになります。毎週
割り当てられた四年生はその日までの卒業論文の進捗を発表
します。四年生にとっては毎週毎週が勝負のような感覚であ
り、必死に論文を書き上げますが、たいていの場合その場で
聞いたはずの蟹江先生に修正すべき点等を告げられることに
なります。その幅広い知識に四年生は目から鱗の気持ちにな
ります。三年生はともにグループワークで議論した先輩の論
文に触れ、来年の自分を重ねることになります。また来年の
卒業論文の草案を発表する機会もあります。そこで卒業論文
の大変さを擬似的に体験するのですが、これが意外にきつい
のです。また、後期になると三年生はゼミではなく、通常の
講義で監査論を学ぶ事ができます。そこで体系的に監査論を

学び、さらに知識を深めることになり来年のグループワーク
に備えます。

□「自由」という名の「自立」
　このようなゼミの活動は北大経済学部の数あるゼミの中で
もとても「自由」に行われます。このゼミにおいて先生が決
めることはほとんどありません。中間発表や最終発表の日程、
ワークのテーマを決めますが、それ以外は学生が進めること
になります。初めはその自由さに戸惑うことになります。で
すが、その自由におぼれることなく成長するために学生には
「自立」が求められます。自立し、自分に必要なことを求め
行うことができなければゼミの時間を有意義に使うことはで
きません。そうやって大学生活の終盤をこのゼミでとても有
効に活用することでゼミ生は社会へと旅立つことになります。
 

●❷ 蟹江先生のコメント
　私が北大経済学部に着任したのは
1994年10月で、翌年 4月からゼミが始
まりました。今年で25年目ということ
になります。OB・OGに現役の 3・ 4
年生を合わせたゼミ生総数は、ちょう
ど200名です。
　私の専門が会計監査論だということ
もあってか、第 1期生からほぼ毎年公

認会計士を目指すゼミ生がおり、OB・OGには50名を超える
公認会計士がいます。これが、私のゼミの最大の特徴だと思
います。とは言っても、ゼミの内容は公認会計士試験に直接
役立つようなものではなかったので、合格したのはすべて本
人の努力によるものです。私に何某かの貢献があったとすれ
ば、それは受験勉強の“邪魔”をしなかったことぐらいでしょ
うか。もちろん、公認会計士にならなかったゼミ生も、社会
の様々なところで重要な役割を担いながら大いに活躍してい
ます。優秀なゼミ生達に囲まれてここまでの25年間を過ごし
て来られたことは、教員としてとても幸せなことだと感じて
います。
　25年間を振り返ってみると、ゼミの進め方は、前半と後半
にほぼ二分できるように思います。
　前半期は、ゼミ生の発表に基づいて、私自身が色々とコメ
ントする形で進めていました。私がしゃべっている時間が長
いゼミだったと思います。私もまだ若かったのでエネルギー
がありあまっていたのかもしれませんが、ゼミ生とのディス
カッションは、私自身の研究にも刺激を与えてくれました。
　一方、後半期は、ゼミ生に全面的に運営を任せる形でのグ
ループワークを中心に進めています。はじめの数年間は、教
科書の問題をグループごとに解答し、それを相互に批評し合
うという形を取っていました。近年は、 3・ 4年生混成のグ
ループを複数作り、グループごとに自らテーマや事例を選定
し、ディスカッ
ションを行い、
そこでまとめた
内容を発表し、
最後にグループ
の責任で論文に
まとめるという
パターンが定着
してきました。

ゼミ紹介  第５回

蟹江ゼミ
監査論　蟹江 章教授
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ゼミの時間中は、議論を進展させてさえいれば、教室で話し
合っても、図書館等へ情報収集に行っても、どこでどんな作
業をしていてもよいことにしています。この間、私はゼミ生
達の会話に聞き耳を立てながらも、できる限り黙っています。
もう若くなくなったということもありますが、 4年生が前年
の経験に基づいて、率先して指示を出したり作業の割り当て
をしたりしながら、 3年生と協力して着実に議論をまとめ上
げてくれるようになったからです。もちろん、私も必要に応
じてコメントをしたり指示を出したりはしますが。
　こうした形でゼミを進めるようになったのは、受け身のゼ
ミはやめよう、一人ひとりが能動的に頭と体を働かせるゼミ
にしようと考えたからです。私の想いは、確かな形になって
きたと感じています。

●❸ OB・OGから

□山本悠雅さん（平成29年卒）
　蟹江ゼミに所属し、得たことの中で
最も大きなものは、調査を通じて得た
情報を自らの知見とする方法でした。
　蟹江ゼミの活動では、主にグループ
ワークやディベートなどを行っており
ました。その準備段階の調査では様々
な理論や制度についての情報に触れる

ことになりますが、それらをまとめたとしても単なる情報の
集合体でしかありません。情報の繋がりや意味を考え、自分
なりに形にして、発表の本番では他人に伝え、さらに他人か
ら伝えられることで、はじめて情報の集合体は知見へと昇華
します。蟹江ゼミはそのような過程を経験するには打ってつ
けの場でした。ゼミの活動の間、蟹江先生は基本的には私た
ちの議論などを見守ってくださっているのですが、私たちが
情報の波に呑まれ、手も足も出ないような状態になった際に
は、落ち着いた雰囲気の中で、時にはブラックジョークなど
も交えて、鋭い指摘とともに向かうべき方向のヒントをくだ
さいました。それもあって私たちは、情報を得たことで全て
を知った気になって驕ることもなく、確実に、自らの知見を
広めていくことができたのではないかと思います。
　卒業後に、北大の会計専門職大学院に通いつつ会計事務所
の非常勤職員として働いている今、ゼミの活動で得ることが
できた自らの知見やその知見を得るための方法は、私の強み
でもあり自慢でもあります。貴重な経験を積ませてくださっ
た蟹江先生には感謝の気持ちでいっぱいです。

□林（旧姓：毛利）歩美さん（平成19年卒）
　蟹江ゼミで過ごした 2年間は、社会
人として、そして、公認会計士として
の基礎を築くことができた貴重な時間
だったと思います。
　蟹江ゼミで一緒に学んだ先輩や同
期、後輩には公認会計士を目指してい
た方が多く、切磋琢磨しながら目標に
向かって勉強をしており、とても刺激

的でした。今でも仕事で卒業生と一緒になることがあります。
また、同業以外にも様々な道へ進んだ方と一緒に学ぶことが
でき、見聞を広める事ができました。

　勉学において
は、会計士とし
ての基礎である
監査論はもちろ
んですが、その
他の分野も学ぶ
事ができました。
蟹江先生はいつ
も学生の自主性
を重んじ、監
査論以外にも学
生が興味を持っ
た事ならば卒論
テーマにさせて
くださり、アド
バイスもしてく
ださいました。
　そのような経験があったからこそ、現在仕事をするうえで、
財務諸表監査以外にも興味を持って挑戦することができてい
るのだと思います。
　また、プライベートでは、蟹江先生のお宅にゼミ生で遊び
に行かせていただいた事が思い出深いです。先生は穏やかで
すが、ユーモアがあり、ご家族からも信頼されている事が伝
わってきました。私もそのような社会人になれるよう、仕事
にも育児にも常にベストを尽くして取り組む事を心がけてい
ます。
　まだまだ未熟な社会人ですが、今後も北大経済学部蟹江ゼ
ミで得た知識や繋がり、経験を生かし、社会人として成長し
続けたいと思っています。

●❹ ゼミ訪問記
　今日のテーマは議論のある「非監査業務」。学生が自主的
に班に分かれ、ディベート形式でテーマを掘り下げていく。
　先生は冒頭で差配された後は少し距離を置いて見守るとい
うスタイルだ。おかげでその間、25年の間のゼミの形や学生
との交わり方の変遷など、たっぷりお話が聞けた。
　先生は愛知大から阪大大学院で博士後期課程を経て弘前大
助教授、そののち北大に。著書は「監査論」（中央経済社）
をはじめ多数。また本学以外でも様々な教員、委員としてご
活躍中です。
　先生とのお話の中で「昔は結婚式などで再会の機会もあっ
たなあ」と言われたのが妙に心に残りました。ここを巣立っ
た約200名の皆さん、先生は皆さんからのお声掛けを待って
いらっしゃいますよ！
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●❶ ゼミ紹介

□自ら学ぶ
　初めまして。五十嵐ゼミの紹介をさせていただきます、東
昇吾です。この度、このような機会を与えていただいたこと
を光栄に思います。
　私たち五十嵐
ゼミで扱うテー
マは、「マクロ
経済学とファ
イナンス」で
す。このテーマ
はとても大きい
もので、私たち
は様々な理論
やデータの分析
の仕方を勉強
し、それに基づ
いてマクロ経済
ニュースやマー
ケットの動向に
ついて考えられ
るように、 4年
生 5名（うち留
学生 1名）と 3
年生 6名の計11名で、活動しています。それでは、ゼミの特
徴について述べていきます。

　まず 1点目に、「自分たちで進め
る」ということです。私たちは基本
的にExcelやRでのシミュレーショ
ンや発表をグループに分かれて行っ
ています。そして毎回、持ち回りで
の発表という形式です。その上でそ
のシミュレーションについて検討し
たり、議論をしたりするときは、基
本的に先生に頼らずに学生が進んで
議論を展開するように意識していま
す。そうすることで、考える力を養っ
たり、発表の仕方や進め方を聴衆が
よりわかりやすいように練習できた
り、より集中力を持ってゼミに臨め
るようになっています。この雰囲気
をこれからも守っていきたいです。

　また、学生と先生の関係も私たちは大切にしています。先
生は議論にはあまり参加しませんが、その分私たちのことを
よく見て下さっているので、困っている時はいつも助けてく
れます。さらに、先生は多彩な趣味を持っておられるので授
業の初めには楽しく色々なお話をしています。先生と学生の
間の親密な関係もこのゼミを語る上で欠かせません。
　 2点目は、「年齢関係なく仲が良い」ということです。グ
ループに分かれて発表すると述べましたが、グループは 3年
生と 4年生がそれぞれ同じ人数になるようなグループ分けを
しています。また、先生が議論にあまり参加しない分、お互
いがコミュニケーションをとる量がとても多いので他のゼミ
よりも仲が良いのではないでしょうか。年齢関係なく仲が良
いことで、 3年生もわからないことがあったり、悩み事が
あったりしたときには、すぐに聞ける環境が整っています。

□みんなでゼミを作っていく
　ここまで五十嵐ゼミの特徴を少しばかり述べさせていただ
きました。しかし、このゼミはどんどん変わっていきます。
実はこのゼミは創設 2年目になります。私は 1期生です。先
生も北大に赴任されて 2年目になります。ですので、先生と
学生が一緒になってよりわかりやすく学ぶにはどうすれば良
いか、毎回試行錯誤しながらゼミを進めています。初めは輪
読をしていましたが、経済学の理論は輪読だけではうまく理
解することができなかったので、シミュレーションを考える
というやり方になりました。このようにやり方を変えていく
ことで、よりわかりやすく楽しいゼミになるよう試行錯誤を
続けています。
　また、ゼミのイベントも色々と考えています。飲み会はも
ちろん、最近ではゼミ同士の合同ジンパも開催しました。学
生や先生がそれぞれ意見を出し、実際に開催に向けて準備を

ゼミ紹介  第６回

五十嵐ゼミ
マクロ経済学、
ファイナンス（資産価格理論）

五十嵐 洋介准教授

北大経済学部　同窓会報
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進めています。冬にもスキー・スノボー合宿を計画してお
り、ゼミ生同士や先生との関係がより親密になるよう日々努
めています。
　このように、五十嵐ゼミでの活動がより良いものとなるよ
う先生、学生が一体となって様々な活動に取り組んでいるの
が魅力だと考えます。

●❷ 五十嵐先生のコメント
　経済学は、目的や方法論を悟りにく
い学問分野だと思います。せっかく
色々な科目を履修しても、それがどう
役立つのかよく分からないまま卒業し
ていく日本の経済学部生のなんと多い
ことか。
　その点、本ゼミのテーマであるマ
クロ経済学とファイナンス（資産価

格理論）は、数学、統計、計量、ミクロ経済学など多くの科
目を利用するので、各科目の用途を理解するにはもってこい
です。そこで、ゼミの一つ目の目標は、今まで様々な授業で
出てきた知識を、コンピュータを使った演習を通して定着さ
せ、結びつけることとしています。演習中、学生たちが知恵
を出し合いながら正解に近づいていく様子は見ていて頼もし
いものです。
　本ゼミの二つ目の目標は、データ分析能力を身につけるこ
と。巷で言われていることは本当に正しいのか、データを
見、統計的な分析をほどこして検証できるようになること。
現在はそのための訓練をしています。
　私は以前、ハリー・ポッターの著者の出身校として知られ
るイギリスのエクセター大学で講師をやっていました。イギ
リスの大学には「全学教養課程」はありません。経済学部の
学生たちは入学直後から統計学や経済学を叩き込まれ、　三
年間の専門漬けののち卒業します。GPAが就職に直結するの
で、学生にとっては良くも悪くもテストの点数が大事。ゼミ
のようなものはありませんでした。世界中から来た学生を教
えられるのは楽しかったのですが、ゼミがないのは物足りな
かったですね。
　イギリスは大好きでしたが、北大の魅力に誘われてやって
来たのが二年前。ですから現在の 4年生が第一期生です。無
名だった私のゼミを選んでくれた今の 4年生には大変感謝し
ています。 3年生も含め、真面目で面白い、雰囲気イケメン
揃いのゼミです。（と女子学生にも宣伝しておきます、ゼミ
生のみなさん！）
　試行錯誤は続いていますが、だんだん目標に近づいている
手応えを感じています。ですからゼミ生のみんなには、これか
らもわいわい楽しみながら学んでいってもらいたいですね。

●❸ 学問内容
　私たちは経済学部で学ぶミクロ経済学、マクロ経済学、
ファイナンス、統計学など様々な学問を網羅した内容を学習
しています。今年度に入って取り組んだ課題としては、①飛
行機のオーバーブッキングを想定したチケットの最適販売数
の推定、②22社の株式リターン推移データをもとにしたモメ
ンタム戦略の評価、③独立な 2つの自己回帰モデルの有意な
関係性推定、④純粋交換経済の均衡の数値計算などといった
課題をグループ分けして問題を解きRによるシミュレーショ

ン方法の発表を行いました。例えば①の例においては、個々
人の搭乗確率、搭乗券料金、オーバーブッキング発生時の補
償料金をもとにチケット販売数ごとの期待収益を求めて、グ
ラフを描き、期待収益が最大化される点を求めるといった方
法で問題を解きました。問題の解き方を 3・ 4年生が協力し
て考え、Rの使用方法は 4年生が 3年生にレクチャし、発表
資料作成に当たっています。今後発表資料を修正し、ゼミ
HPに公開する予定です。昨年度も「二項ツリーモデルによ
るオプション価格付け」や「ポートフォリオの平均分散分
析」にグループごと取り組み、発表し、ゼミHPに資料、R
コードを公開しています。このように身近な例から、経済
学・統計学などの学問的内容について実践を通じて理解を深
めることができます。今後はインターネット上などで公開さ
れているデータを自分たちでダウンロードし、政府や自治体
が発表している資料のデータは妥当かといったことや、国会
などで議論されている議題についてデータ分析をもとに自分
たちの意見を述べるといった取り組みをしていきたいとも考
えています。ゼミの活動を通して、リサーチクエスチョンを
立てる癖、問
題解決のプロ
セス設計、R
スキル、デー
タ分析スキル
など様々な力
が養われてき
ているのでと
ても充実した
ゼミ生活を送
ることができ
ています。

●❹ ゼミ訪問記
　ゼミ室に入るや男ばかりそれもシャイで無口、まず殺風景
な空気に圧倒される。
　さっそくお若くてスタイリッシュな五十嵐先生が優しく招
き入れてくれた。
　渡されたのは関数で埋められた資料。この時点で私はお手
上げなのだが、今日のテーマは「効用最大化問題」だ。
　ゼミ生は先生から与えられたヒントをもとに目前のパソコ
ンを操作しながら鮮やかに課題をこなしていく。
　そのあとで指名された学生が入れ替わり黒板に解の数式を
並べて説明する。
　初めに持った印象とは違い、発表者は皆明るくて笑顔も素
敵な青年たちだ。
　休憩タイムで先生から回ってきたお菓子を食べながらゼミ
生に聞いてみた。
　「皆さんは数学がお得意ですか？」「女子に入ってほしいで
すよね？」
　どちらの質問にも全員が照れながらも大きく頷いたのは言
うまでもない。
　五十嵐先生は東大（学士、修士）を卒業後、ペンシルバニ
ア州立大（PhD）、2012年から 5年間英エクセター大学BS講
師を経て北大に。
　これまでのゼミの企画にはOB・OGのコラムがあるが、
五十嵐ゼミはこれから。持ち前の情熱で北大に新しい風を吹
き込んでいただけるものと思う。
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ふるさと納税における自治体間での
税収移動と返礼品の意義

～全国1741市町村に関する実証分析からわかること～
　この度は、北大経済学部特選論文同窓会長賞を頂きま
して、誠にありがとうございます。このような名誉ある
賞を頂けることを誇りに思います。今回の記事では、簡
単でありますが、卒業論文の内容の紹介と、その執筆動
機、また論文執筆から学んだことを紹介させていただき
たいと思います。
　最近耳にすることも多くなったこの「ふるさと納税制
度」とは、自分の選んだ自治体に寄附（=ふるさと納税）
を行うと、寄附額のうち2,000円を超える部分について、
所得税と住民税から原則として全額が控除されるもので
す。控除を受けるためには、ふるさと納税をした翌年に、
原則として確定申告を行うことが必要となります。制度
創設後 7年間ふるさと納税はほとんど活用されていませ
んでしたが、税制改正による控除上限額の拡大、確定申
告の簡素化、民間事業者による「ふるさと納税サイト」
の整備が進んだことにより、平成27年度以降大幅に利用
が広まりました。
　近年ふるさと納税については、世間一般にその制度が
浸透しつつあり、利用者も増えてきているように感じら
れます。新聞やビジネス雑誌等では、返礼品を中心とし
た特集記事が組まれるなど、ふるさと納税という言葉を
目にする機会も多くなってきたのではないでしょうか。
一般的に、これら納税者側の視点に立った理解や分析は
近年多く進んできたといえる一方で、税金を取り扱う自
治体側からの考察はあまり行われていませんでした。そ
こで、卒業論文の執筆に当たり、世間一般的によく行わ
れている納税者側からのふるさと納税制度の考察を行う
のではなく、自治体側の視点に立ってふるさと納税制度
の検討・考察を行ってみたいというのが、このテーマを
選択した動機です。

　卒業論文では、まず始めに、ふるさと納税制度の設立
に際し、目標とされていた「都市部と地方での税収格差
の解消」が実際に達成されているかの検証を行いました。
具体的な検証方法としては、人口の多寡とふるさと納税
額流出入額との間にどのくらいの相関関係があるのか、
統計的な検証を試みました。その結果、人口の多い市町
村から人口の少ない市町村へ税収が移転されていること
がわかり、当初の目標は達成されていることが検証でき
ました。
　次に、返礼品とふるさと納税寄付額の関係性について
考察を行いました。一般的に、高級な（すなわち返礼割
合が高い）返礼品を用意すると多くのふるさと納税寄付
金が集まると考えられがちですが、検証の結果、高級な
返礼品は寄付件数の増加には寄与しているものの、寄付
額の増加とは関係していないことがわかりました。
　以上を踏まえて、卒業論文の最終章では、高級な返礼
品が制度を歪曲していないかを検証しました。上記の検
証で取り上げた、目安を超える返礼割合の返礼品に関す
る影響を除外したところ、「都市部と地方での税収格差
の解消」の解消がより進むことがわかり、この点返礼割
合の適正化を進める総務省の取り組みは意義があるとい
うことができます。
　なお、ふるさと納税は現在も変革を遂げ続けている制
度であり、上記の内容は卒業論文執筆時点の情報に基づ
くものである点、ご留意いただきたいと思います。
　この卒業論文執筆を通じ、学んだことは多くありまし
た。特に感じたことは、「世間一般で正しいと思われて
いることが、本当に正しいことがなのか、自分の目で確
かめる姿勢」の重要性です。今回の卒業論文で取り上げ
た返礼品に関しても、総務省が公表している返礼割合の
目安を超えた、高級な返礼品ばかりがニュース等でク
ローズアップされる傾向にありますが、上記で検証した
通り、自治体への寄付額増加とは相関がないことは客観
的なデータから明らかです。このように、世間一般で持
たれているイメージをただ鵜呑みにするのではなく、疑
問に感じたことは自分で確かめてみるという姿勢を、今
後も持ち続けていきたいと思います。
　最後になりましたが、北大経済学部という、恵まれた
環境、たくさんの出会い、そして自然豊かなキャンパス
に感謝致します。社会人生活はまだ始まったばかりです
が、精一杯頑張っていきたいと思います。今後ともどう
ぞよろしくお願い致します。

受賞の喜びと
感謝の思い

赤　井　翔　太
（平成31年卒）

東京都台東区台東4-18-7　シモジンビル5F
110-0016
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就職戦線、異常なし
・ 氷河期がウソのような求職環境が続いている。今の
学生の悩みは複数もらった内定先へ断りの連絡をす
ることと言っても過言ではないようです。
・ 昔とは比べものにならないほど容易に情報が手に入
る環境で、若者の就職先選択の基準も益々多様化し
ています。“指定席”の大企業や官庁がある一方で、
毎年カタカナ、アルファベットで記載する企業数が
増えています。
・ 北大経済はマンモス私大に比べOB・OG数ではか
ないません。ビジネスや会合で会われた時は先輩と
して温かいお声掛けと励ましの言葉をお願いします。

【 5名】　札幌市
【 4名】　トヨタ、デロイトトーマツG
【 3名】　新日鉄住金、ニトリ、北電
【 2名】　ブリジストン、日立、日鉄住金物産、三井住友
銀、日銀、北洋銀、北國銀、大和証券、KMPCあずさ、
EY新日本G、NECソリューション、アクセンチュア
【 1名】　明治、サントリー食品、紀州馬吉農園、アンデ
ルセン、広栄堂、VITABOOM、エアウオーター、帝人、
旭化成、住友化学、旭化成建材、東洋ゴム、エネオス、
IHI、住友電工、古河電工、古河産業、デンソー、デン
ソー北海道、YKKAP、JFEスチール、JFEエンジ、NOK、
内田鉄鋼、日立金属、ソニー、パナソニック、三菱電機、
錦戸電機、村田製、キヤノン、キーエンス、三菱商事エネ、

三井物産、双日、兼松、セコマ、丹波屋、ゼンリン、鈴
与、フォーティセブン、三菱UFJ銀、みずほFG、りそな銀、
あおぞら銀、国際協力銀、農林中金、三井住友信託銀、
日興証、大和証投信委託、碧海信金、日本政策金融公
庫、かんぽ生命、三菱倉庫、京阪ホールディングス、三
光不、大東建託、武蔵コーポ、ベンG、名鉄、セコム、
東芝エレベータ、JCB、NTT東日本、Geely、JRA、
ヨークベニマル、マックスバリュ、日本調剤、コープさっぽ
ろ、イオンモール、リヒトラブ、ラウンドワン、Pwcあらた、
R-fi eld、クリオサイトテク、ヤフー、時事通信、テレビ北海
道、日本IBM、電通システム、RPA、SCSK北海道、
SevenRich会計、パソナG、セントラルスポーツ、フュージョ
ン、フューチャーアーキ、ビットエー、マクロミル、ベイカエ
レントコンサル、インクルーシブ、ソフトバンク、トランスコス
モス、デジタルアドバタイジング、グローバルパートナー、
新日鉄ソリュ、マイナビ、アイティーエックス、十勝経営研、
ニンニンドット、華岡青洲記念病院、あくびG、北ガス、
四国ガス、道建設業信
用保証、道農協連合会、
となみ農協、東大、長
崎大、千葉経済大、日
本自動車連盟、札幌市
芸術文化財団、財務省、
年金機構、国税庁、東
京国税局、総務省、大
阪地裁、JR北 海 道、
東京都、栃木県、静岡
県、石川県、千葉県、
帯広市、航空自衛隊

就 職 状 況

恩師の異動
平成31年 3 月
助教　菊地　雄太
　早稲田大学大学院
　商学研究科 講師へ
助教　鈴木　広人
　 城西国際大学
　経営情報学部 准教授へ
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「よさこいソーラン祭り」
立ち上げが人生の転機

長 谷 川　岳　（平成 6年卒）

　脚本家倉本聰先生のテレビド
ラマ「北の国から」を小学生の
時に見てからずっと憧れていた
北海道。愛知から親元を離れ
1990年 4 月、北海道大学文Ⅱ系
（現在の経済学部）に入学しま
した。真野脩先生のゼミに所属
し、非営利組織NPOの経営論
を学びました。増毛から約100
キロ離れた札幌まで野宿しなが
ら歩いたり、札幌から小樽ま

で歩いてみるなどヒッチハイクやキャンプ、登山と北海道の
自然を満喫した学生時代でした。人生の大きな転機は大学 3
年、当時の学生仲間 5人で立ち上げた「よさこいソーラン祭
り」です。「街は舞台だ！日本は変わる」を合言葉に、学生
実行委員150名で第 1回を開催。以降、毎年 6月に開催し現
在では観客200万人強の北海道有数の観光資源となりました。
祭りを始めたきっかけである「自分が住んでいるまちを元気
にしたい」「人と人を結びつけたい」思いから自然の流れで
政治を志すようになり、今は参議院議員として二期目を迎え
ました。北海道と日本の新たな時代を切り拓いていくため、
日々全力で我が国を取り巻く諸課題に取り組んでいます。

広島の製鉄所から北海道を
熱く応援しています！

川　原　朋　也　（平成22年卒）

　大学の 4年間は大学祭実行委員会や北大生協学生委員会な
どのイベント運営とアルバイト（と学部での勉強）で過ごし
ました。卒業後はJFEスチールに入社し、以来広島県福山市
の製鉄所に勤務しております。卒業して丸 9年経ちますが、
縁あって妻と 2人の子どもと過ごしています。
　経済学部では一時期「AO入試」を行っていましたが、私
はそれで入学した一人です。生まれも育ちも北海道でして
「北海道に貢献したい」と推薦文に書き、面接で話し入学し
ました。卒論テーマも北海道に関することでしたが、今の仕
事は製鉄所内での管理業務であり、北海道とのつながりは皆
無！「これで本当に良いのか」入社してしばらくは、大学と
過去の自分に後ろめたさを感じていました。大好きな日本ハ

ムファイターズの応援で全
国の球場に行くことが、せ
めてもの罪滅ぼしでした。
　でもある時、大学時代か
ら行きつけのお店で「たま
に北海道帰ってきた時に
さ、ススキノでたくさん
飲んでお金を回していけ
ば、それでいいっしょ」と
話を受け「それだ！」と
気づきました。AO入試を
受ける前に、社会科の先生
が「北海道は域際経済が赤
字」と言っていたことも思
い出し、道外から持ってき
たお金を北海道で使えば、道内経済に貢献すると気付いたの
です。「金は天下の回り物」私は経済学部で何を学んだので
しょうか…スミマセン。
　それ以降、帰省した時にススキノで飲む、お土産をたくさ
ん買って職場や知人に配る、会社の人や道外の知り合いに観
光スポットやおすすめのお店を案内する、デパートの北海道
物産展に行く、SNSで北海道の気になるトピックを発信して
みる…少しでも周りに北海道の良さが広まれば、自分なりの
「貢献」になるかなと思って、個人的に活動しています。

面白がって生きている
西　田　　純　（昭和58年卒）

　経済学部を卒
業したのは、同
期生に遅れるこ
と一年、昭和
58年の春でし
た。米国・マサ
チューセッツ大
学へ一年間の留
学機会を得たこ
とによるもので
したが、留学中

はお彼岸に牡丹餅を作ってクラーク先生の墓参りをしたり、
ニューヨークに全米オープンテニスを見に行ったりと、アメ
リカ生活を大学生ノリで面白がって過ごしたことを今でも懐
かしく思い出します。
　その後、企業人として就職してからも枠に囚われることな
く、人生を面白がって過ごしてきたように思います。国連機

― ―  同窓生同窓生のの近況近況 ― ―
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関への転職とアフリカ駐在の経験、異国の地での子育ても得
難い思い出となりました。コンサルタントとして独立して今
年でちょうど10年になりますが、これまでに訪れた国は50を
超え、国連時代のネットワークを生かしたビジネス支援もど
うにか形になってきました。
　お陰様で今年還暦を迎えるのですが、昨年は新規事業に挑
戦すべく新たな会社を立ち上げることができました。相変わ
らず面白がって生きていられるのも、楽しかった北大経済学
部時代が原点にあるからだと思っています。

「カルロス、深圳にいるよ！」
安　住　昌　紀　（平成11年卒）

　今年で北大を卒業して20年
です。住所も勤め先も変わり、
あっという間の20年でした。
　さて、北大時代の友人とは、
会う機会も少なくなりました
が、今も大切な存在です。彼ら
との最近のエピソードを 1つご
紹介させていただきます。
　今年 4月、私が深圳に出張中
であることをSNSに投稿したと
ころ、すぐさま仙台に単身赴任

中のHから、カルロスも深圳にいるよ、というコメントが。
また、名古屋にいるEからは、カルロスとの連絡方法が届き
ました（注：カルロスは純日本人です）。私は中国出張の機
会など滅多にないので、何という偶然！と、直ぐメッセージ
アプリでカルロスに連絡しました。すると、ほどなくカルロ
スから返事が。しかし、これまた何という偶然か、カルロス
はちょうど日本に一時帰国中ということで、結局、会う事は
出来ませんでした。
　単にそれだけの出来事ですが、深圳と仙台と名古屋（カル
ロスの場所は不明。勤務先は名古屋？）の間で、 4人がほぼ
同時にこれほど簡単にコミュニケーションがとれるなんて素
晴らしい時代ですよね！
　思えば、北大に入った1995年は、インターネット元年と言
われた年で、INSテレホーダイの超低速環境で夜な夜なイン
ターネット見ていました笑。オフィスで「ピーガガガってい
うモデム音懐かしくない？」と話すと、「へぇー、そうなん
ですね。知らないです」と言いつつ愛想よく笑ってくれるア
シスタントのKちゃん。そういえば、Kちゃんって94年生ま
れか…。ICTの発達と、部下との年の差に改めて気付いた出
来事でした。

中国との相互理解をさらに
菅　沼　禎　郎　（昭和60年卒）

　IHIという会社にて勤務し、中国駐在は累計で13年目とな

ります（現在 3回目で在
上海）。日本での中国に
関する昨今の報道を拝見
しますと、国家そのもの
にも、またその将来に対
してもネガティブなトー
ンが目につくことが多い
です。確かに日本の感性
とかけ離れた部分も多い
国ではありますが、学ぶ
べき点も多く有るように
感じております。
　“速くてドラスティッ
クな変化”をWelcomeと
する点や、“安定”には価
値を見出さず、“発展”あるのみと考える積極的な発想の点な
どです。これらを逆に置き換えてみると、今の日本が抱える
課題のようなものが見えてきます。一方で中国人の訪日観光
者（リピーター）が年々増えているのは、日本が「ウソの少
ない、安心できる隣国」であり、「日本人の親切さに触れる
と心が休まるから」とのことです。
　中国は20世紀という彼らにとって暗黒の時代を経て、近代
国家に恥じないよう変わっていこうとしています。永遠に切
り離せないであろう、長い歴史伴う隣国／友人として、お互
いの良き部分を理解し学びながら、双方が共に発展していき
たいと、両国架け橋であるべき役割の一員として日々全力を
尽くす毎日です。

自転車通学の楽しみは
構内の四季の豊かさ
多　田　和　美　（平成22年　博士後期課程修了）

　私は、2002年 4 月に経済学研究科（当時）の修士課程に入
学し、2010年 3 月に博士後期課程を修了しました。大学院生
生活では、積雪期を除いて自転車で通学していました。当時
は、現在のような20条東門は無かったのですが、その付近の
出入口からキャンパスに入り、南北を縦断する形で経済学研
究科へと自転車通学しました。その中で思い出すのは、キャ
ンパスの自然の美しさです。春先には、自転車での道すがら
に、ふとエゾエンゴサクの小群生を見かけ春の訪れを実感し
ていました。また、夏には新緑に覆われたキャンパスでうっ
そうとした樹木の匂いを楽しみ、秋には黄金色のイチョウ並
木やその他、色とりどりの紅葉を横目に通学しました。こう
して日々自然に触れられることは、大学院生活の大きな楽し
みでした。
　この自然の美しさは、北海道大学で学び、働く、学生・教
職員の皆様の貴重な財産の一つだと思います。大学院時代か
ら今日に至るまで大変お世話になっている指導教授の先生を
はじめ関係各位の皆様に改めて感謝申し上げるとともに、自
然豊かなキャンパスと北海道大学のますますのご発展をお祈
り申し上げます。（事務局注：現法政大学准教授）
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悪夢も贅沢も…
いろいろあった北欧留学

佐　野　裕　典　（経済学院 2年）

　学部時代の念願叶って北欧留学をすることになった。た
だ、留学条件である授業数や在留許可の申請、鬼のように難
しい期末レポートに追われ、準備期間わずか 3日という短さ
で北欧に旅立った。夢見た留学は、行きの飛行機内で隣の子
供に夕飯をひっくり返され、逆隣のおじさんにはイヤフォン
を盗られるという前途多難の幕開けで始まり、現地で調達し
た炊飯器（中国製）の爆発と変圧器の故障と続いた。学期が
始まれば、言葉が分からない、授業は難しい。 4年間も夢見
た留学は悪夢へと変わった。ボロボロになりながら 1年間戦
い抜いたが、得たものは意外と少なく失ったものは予想以上
に多い。しかし、約 1年間を研究にのみ費やすという贅沢は
今後得られるものではない。最先端の研究論文をチームで議
論したり、生のデータを用いて研究結果を複製したりなど。
研究大好き人間の私には考えられないくらいの贅沢だった。
また、授業では批判や議論の仕方を習い、人生においては自
由であることの大切さを教わった。そんな留学から帰ってき
て数か月、帰りは無事に帰ってきたが、日本では窮屈さを感
じることが多く、今では留学時の自分を羨望の眼差しで見て
いる。

米寿の今も
囲碁の普及に奮闘中

我孫子　健　一　（昭和29年卒）

　今年の 6月で米寿を迎えまし
た。永らく勤めた北海道庁を退
職し、新千歳空港のターミナル
ビルを運営する北海道空港株式
会社に勤めておりましたが、15
年前に退職いたしました。
　たまたま、囲碁が私の趣味で
あった関係で、日本棋院北海道
本部（囲碁の団体）の理事長を引
き受けることになりました。
　昨年、理事長を退きました

が、囲碁は続けております。
　北大では、今年度から囲碁を教養課程の教科に取り入れま
した。私も北大OBとして、その実現のため努力をさせてい
ただきました。
　昨年久しぶりで、北大キャンパスを訪れました。
　故郷に帰ってきたような安らかな気持になりました。
　北大経済学部同窓会は、関係する皆様のご努力で、益々充
実し、すばらしい活躍をしており、同窓の一人として慶びに
たえません。
　経済学部同窓会が、これからも、更なる発展を遂げ、その
存在感を永えに示していただきますよう祈っております。
（事務局注：元北海道副知事、第 9代経済学部同窓会長）

大切にしたいゼミでの経験、
恩師との絆

岡　田　雅　文　（平成29年卒）

　昨年の同窓会報
で、私が所属して
いた松尾ゼミが紹
介されていまし
た。卒業してはや
2年、ゼミで重視
していることをは
じめ変わっていな
い面もありました
が、合同ゼミの相

手などもうすでに変わっていることも多く、まさしく「成長
するゼミナール」だと感じました。
　特に気になった点として、「今日はフルメンバー（14人）
が出席、しかもその半数が女性という華やかさだ（さすがイ
ケメン・松尾先生）」という記述がありました。私たちの一
個上の代は女子 3人、私たちの代は女子 2人、一個下は女子
1人と女子の比率が少なかったのに、同じイケメン・松尾先
生なのに、なぜこんなに増えたのかと疑問に思いましたが、
ポジティブな答えにならなそうだったので、深く考えるのは
止めました。
　私自身、卒業後は経済学院とは別の大学院に進んだのです
が、その後も松尾先生に研究に関連することをメールで相談
したときには快く対応していただき、本当に助かりました。
現在社会人 1年目として仙台で仕事をしているなかで、松尾
ゼミでの経験は、私の人生のなかで誇れる経験のひとつと
なっていると実感しています。

富山県に、世界一美しいと評判の
スタバがあるのをご存知でしょうか？

仁　木　良　市　（昭和61年卒）

　前回の富山県庁入庁後の
近況報告から、はや13年が
経過し、その間、東京事務
所、知事政策局、観光・地
域振興局、厚生部などで 6
箇所の職場を異動しまし
た。今回は、この 3月まで
携わっておりました富山県
の新たな観光スポットにつ
いて触れたいと思います。
　2015年 3 月に北陸新幹線
が開業し、東京富山間が約
2時間で結ばれ、その富山
駅（北口）から、徒歩 9分
のところに冒頭に紹介した

スタバ（全国で初めて都市公園内に出店）のある富岩運河環

富岩水上ライン32万人目のお客様に記念品
を贈呈（2019年 3 月）
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水公園があり、連日多くの国内外からの観光客で賑わってい
ます。この公園は富岩運河（延長5.1キロメートル）の最上
流部の舟だまりの部分を公園としたもので、ここから北前船
で栄えた港町「岩瀬」まで、現在「富岩水上ライン」として
4艇が運航しています。とりわけ、途中の国指定重要文化財
「中島閘門」（2.5メートルの水位差を調整するためパナマ運
河方式を採用）は水のエレベーターとして人気です。
　富山と言えば、立山黒部アルペンルートや世界文化遺産
「五箇山の合掌造り集落」といった観光地が有名ですが、こ
の街中にある「富岩運河環水公園」にも是非お立ち寄りくだ
さい。また、富山は食べ物も大変おいしく、富山の米と魚
（シロエビなど）を使った「富山湾鮨」は近年大好評です。
因みに「美味しんぼ」84巻は富山編で私も登場しています。
　個人的に、インスタやフェイスブックでも情報発信してお
りますので、ご連絡、富山へのお越しをお待ちしています。

「北大での留学生活」
―夜の研究室と通学路は一生の思い出―

黄　ボ ク 寒　（平成29年　博士課程修了）

　中国の大学を卒業後、右も左
も分からない場所での生活に多
少の不安を持ちながら、留学生
として北海道大学に来ました。
北海道大学はイメージ通り、穏
やかで居心地の良い場所でし
た。初めの頃は慣れない授業や
環境に戸惑いもありましたが、
周りの方々に助けられ楽しい留
学生活を送ることができまし
た。

　留学生活の中で印象に残っているのは、夜の研究室と毎日
通る通学路ですね。院生の頃は夜型で、朝まで研究室にいる
日が多く、その静かで誰もいない空間が大好きでした。そし
て、夜が明けると、経済学部、法学部、文学部、教育学部の
廊下を通り外に出て、そこからまっすぐ歩いて北10条あたり
の門をくぐって帰宅します。その通学路では、春は立派なし
だれ桜が綺麗に咲き、秋は栗や胡桃の木から実が落ちて来ま
す。冬になると、雪で辺り一面が真っ白となり、ギシギシ音
を立てながら歩くのが楽しかったです。そしてたまに、犬か
キツネか分からないが、すごいスピードで走っていく動物を
見かけます。この道を通るたびに、北海道大学の自然の豊か
さを感じていました。北海道を離れて早くも 3年になりまし
たが、この静かで落ち着く夜の研究室と帰り道は、一生の思
い出になります。

地酒を求めて
「みちのく放浪記」

富森ゼミ　横　田　　実　（昭和49年卒）

　数年前から友人と「みちのく研究会」なる集まりを作り、

毎年、東北を旅していま
す。地酒と温泉に恵まれて
いるので東北に。（不謹慎
で東北の方々にはスイマセ
ン）昨年は山形県へ。羽黒
山麓の宿坊に泊まり鬱蒼た
る杉木立の中、2446段の石
段を登り印象深い旅でし
た。今年は岩手県へ。宮沢
賢治も来たという「大沢温
泉」、谷川沿いに湯壺が散
在する山深い湯治場「夏油
（げとう）温泉」、標高千百
㍍の「須川高原温泉」の野
趣あふれる露天風呂を楽しみました。もちろん南部杜氏仕込
みの地酒もしっかりと堪能。帰りに寄った八戸の昭和レトロ
な横町の飲み屋で出会った「えんぶり」、「三社大祭」（いず
れも国の重要無形民俗文化財）の関係者との語らいも思い出
深い。後日作る記録動画はカンヌ映画祭出品作とはいえませ
んが、毎回好評で家内も我らの珍道中の様子に大笑い。この
大人の修学旅行も来年は番外編として熊野古道を歩くこと
に。小栗判官伝説の壺湯に浸り、地酒は何が良いか悩むこと
になりそう。「ルバイヤート」持参で銚子を傾ければ、旅の
趣向もいや増すというもの。

審査クリアし、
晴れて東証一部に昇格

猪　又　將　哲　（昭和62年卒）

　2004年刊行の第20号に寄稿さ
せていただきましたが、事務局
より依頼されましたので、15年
ぶりに近況報告を申し上げま
す。
　学生時代は体育会ヨット部に
所属しており、シーズン中は小
樽にばかりいて、大学には顔も
出さず…という生活を送ってお
り、お世辞にも勉強したとは全
く言えませんので、寄稿させて

いただくのは心苦しく思っております。
　今の会社を創業して15年半を超えたところです。昨年 3月
23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場し、今年の 6月14
日に同取引所第 1部に市場変更をさせていただきました。現
在（ 6月15日現在）、地元貢献の意味からも札幌証券取引所
への上場申請を準備しているところです。
　昨今の株式上場申請における審査は、コンプライアンスや
ガバナンス（企業統治）が特に重要視されるため、ゼロベー
スから会社を変える必要があり、いろいろと大変でした。し
かしながら、企業にとって企業統治力を高めていくことは非
常に重要な課題です。学生時代に勉強しなかったツケが今頃
回ってきたと考えて、経営者としての勉強に励みたいと思っ
ております。（事務局注：株式会社ファイバーゲートhttps://
www.fi bergate.co.jp/）
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　昨年、陣屋先輩からバトンを受け継いで北大経済学部
東京同窓会会長に就任いたしました昭和57年所ゼミ卒の
永松昌一です。現在野村ホールディングスの取締役副社
長の職にいます。
　どうも過去から透明・公正なルールに基づいて決定し
ているわけではないようで、元サッポロビール管埜さ
ん、元野村総研の早野さん、陣屋さんら諸先輩に囲まれ
て気が付けば会長に押し出されたような次第です。
　卒業以来、真剣に北大卒という意識を持たず前だけ見
て走りながら考える生活をしてきたので、既に60歳を過
ぎ社会人終了間際に役に立てることがあれば微力ながら
お手伝いしようかと思っています。
　私自身、高校までの大変温和な気候の小田原（神奈
川）での生活から否が応でも真剣に働かざるを得ない社
会人になるまでの貴重な四年間をどこで過ごすかという
選択の中で、無事に北海道を選ぶことができ希望通りの
誰からも拘束されない自由な時間を過ごすことができま
した。今にして思えば四年間の学生生活に今くらいの緊
張感をもって具体的に取り組めたら違った生き方ができ
たかなと思い反省しています。
　昭和57年野村證券に入社してから昭和末期のバブル期
を経て平成の30年間を走り抜け、今や令和を迎えていま
す。上場企業の方々と25年間お付き合いし、投資会社を
5年間担当し、加えて入社した時の個人営業、 7年前か
らコーポレート全般の担当として今に至っています。
　1989年バブル崩壊前の時価総額トップテンには、六行
の都銀と野村證券、東京電力・トヨタ・NTTが入ってい
ましたが、2019年 5 月令和に入り時価総額の上位は、ト
ヨタ、NTTは変わりませんがソフトバンク・キーエンス・
ドコモ・ソニー・ファーストリテーリング・武田・リク
ルートが名を連ねます。時代の変遷を感じます。世界の
モノ作りの中心が、産業革命以降欧州から米国に移り、
その後日本に移り韓国、中国へと変遷し今や各地域・各
国が自国保全に向かう機運が高まっています。
　各企業は、時代背景に合わせて変わらざるを得ない、
もしくは自分で新たな領域を開拓して生き残りを図る必
要があると思います。企業同様少子高齢化、人口の都市
部への集中の日本では、大学も役割・存在意義も大きく
変わらなければならないステージにあることはご存知の
通りです。
　企業でも大学でも、それぞれのテーマは一緒かもしれ
ません。大学の数が多過ぎないか？大学は世の中の為に
何をするのか？特徴・差別化できることはあるか？海外
と比較してレベルは？海外との連携は？
　経済界では2000年頃に変革する時期があったように思
いますが、素材・バイオを除き殻に閉じこもりM&Aは
あまり起きませんでした。各業界世界で戦える状態でし

たが変化を嫌ったために出遅れ一気に衰退した企業が多
数あります。
　厳しいようですが結果が全てです。
　また、現在の若手の方々、これから世に出る学生の
方々は、個としての能力が問われる時代になっていま
す。日々研鑽して国内外の違った人格・価値観の方々と
ふれあい新たな自分を見つけ成長して欲しいものです。
個のバリューを向上させてこそ集合体である組織のバ
リューが上がります。
　北大でも昔なかった新しい試みをたくさん行っていま
すので是非応援したいと思います。発想を変えて卒業が
難しい大学になったらどうでしょう。
　世の中では、ESGとかSDG`sとか世界中の人々が幸せ
になる目標として掲げられています。貧困・飢餓の解決
や環境の保護、豊かな暮らし等を実現することを目標に
定められた17の目標と、それらを達成するための具体的
な169のターゲットから構成されています。
　法人としてはまずは自分が関われることから、また個
人としても身近なことからできることからコツコツ始め
る必要を感じています。
　文化を創るにも維持するにも超富裕層が個人の好奇
心・満足を得ようとするエゴがないと実現しないし、文
化遺産として残りません。社会保障を偉そうに議論して
も税金を払ってくれる人に思いが至らなければ全く意味
がありません。お題目だけ唱えても何も実現しません。
お金に関わることを避けることなく、世の中への貢献が
できるバランスのいい人材が育ってくれることを希望し
ています。
　Boys, be ambitious for money, not for selfish 
aggrandizement.
も必要なことだと思います。
　OBの方々は、是非フロンティア基金に協力しましょう。
　大学、学生は甘んじることなく、世の中で通用する、
勝てる研究、人材になってください。

　年を重ねるにつれ、大学の同窓会の誘いに加え高校の
同窓会の声がかか
り、今や中学の同
窓会のお誘いまで
来るようになりま
した。どの世代も
大事ですが、東京
で30年以上働いて
いるとやはり北大
の卒業の方々の活
躍は嬉しくなるも
のです。
　現役の社会人に
は時間を創ること
が難しいでしょう
が、縁とか絆を大
事にして輪となり
ましょう。

挨東 同 会会 拶京 会窓 挨長
永　松　昌　一

（昭和57年卒）
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●世界一周で知る価値と経験

　 2年に及ぶ世界一周の旅は、あらゆる発見に満ち溢れていました。
アジアでは、一般的に発展途上国と言われる国々をたくさん巡りまし
たが、考えていたよりも大規模で洗練された街が多く驚きました。反
対に、ヨーロッパを訪ねた際には、人種が入り混じったグローバルな
環境や、マイノリティへの多様性理解、先進的なIT技術やキャッシュ
レス文化など、どこを見渡しても日本の数年先を行っているような
感覚を得ました。また、旅の後半に訪れたメキシコは、「移住したい」
と感じるほど好きになりました。日本に住んでいると「ここがすごい
ぞ！ニッポン！」といったようなテーマのテレビ番組などを見る機会
も多いですが、自分の目で見てみると、果たしてどうなのかと疑問に
思ったほどです。旅の最中には、観光や取材だけでなく、インド・フィ
リピン・グアテマラ・スペインにて語学留学、タイではIT技術を学
ぶために留学しました。好きなことにたっぷり時間を使えるのは学生
時代だけなんてことも言います
が、むしろ僕は社会人になって
からの方が自分の興味があるこ
とに打ち込めています。勉強方
法や留学生活情報を記事として
執筆することで、ライター活動、
ウェブサイト運営にも効果があ
り、まさに一石二鳥です。

　 2年間の世界一周後、2019年に入っても、僕は海外滞在の居心地
の良さを感じ、各地を転々とする生活を今も続けています。紹介が末
尾となりましたが、詳細は僕のブログ「おもしろハンター」をネット
検索していただければ、現在の活動が垣間見れます。ほんの少しでも
世の中に影響を与えられたのかは定かではありませんが、自分のよう
に、海外を拠点に個人で生計を立てる若者も、ますます増えているよ
うに感じるこの頃です。

●「心躍る選択」にしたがって、これからも

　最後になりますが、実は僕自身は、今後この世界を旅する働き方を
続けていこうとは考えていません。海外旅行にも満足してしまったし、
何よりも自分が培ってきた経験を、違う分野にも生かしたくなりまし
た。次の目標は、世界を舞台に活躍するビジネスパーソンになること
です。具体的には、今後アジアから世界的な企業が登場してくると予
想しており、そういった企業に一人目の日本人として加われるような
人材を目指します。

　僕はどんなときも周りの忠告やアドバイスは上手に聞き流し、「たっ
た今、自分が心踊る選択はどれか？」を基準に行動してきました。今
ある仕事が数年後には無くなっているのが当たり前の時代だからこそ、
耳を傾けるべきなのは自分の声でしかありません。たとえあなたのや
りたいことや進みたい道が、人から珍しがられる生き方・働き方であっ
ても、ひるむ必要は無いのです。もちろん、僕のように世界を旅しなが
ら働いてみても面白い体験
になりますし、実際今後の
人生の大きな糧となりまし
た。どんな時も自分にしか
答えはわからないと心に刻
み、残りの20代、そして30
代へと全力で駆け抜けたい
ものです。

　平成が終わり、僕は社会人生活 4年目
に入りました。大学卒業後には「とりあ
えず 3年は働け」なんて言われたもので
すが、あいにく僕は家族や周りの先輩の
アドバイスに聞く耳を持つことはできま
せんでした。この 3年間は、新卒で入社
した会社は 5ヶ月で辞め、個人でウェブ
サイト運営をして生計を営んできました。
同時に、36ヶ国を訪問する世界一周の旅
をし、5ヶ国で留学生活を送る自由な生
活をしてきました。現在も個人事業を行
いながら、年間300日以上を海外で過ご
しています。

　なんだか「これだから“ゆとり”は…」と言われそうな締まりの無さ
ですが、僕のような働き方は、むしろこれからの世代で「普通」とな
るように思います。畏れ多くも寄稿させていただくにあたり、学生時
代から社会人 4年目に突入した僕の現在までを振り返り、同世代が抱
える価値観を皆さんにシェアできればと思います。

●在学中に広告ビジネスを手掛け、そして海外へ

　さて、学生時代を振り返ると、僕は「手際よく単位を取って、残り
は好きなことに費やす」といった、要領だけは良い学生だったように
思います。 3年生までは所属していたよさこいソーランチームの活
動に自分の時間を捧げました。日本全国のお祭りを飛び回った日々は、
僕の原体験となり、やがて「各地を飛び回りながら働きたい」と考え
るきっかけになります。学業の面では必要単位を 3年時で取得し終え
たので、時間が有り余った 4年時は、自分のウェブサイトを立ち上げ
て広告ビジネスを開始しました。好きなテーマを取材し、毎日のよう
に記事を執筆したように思います。その成果もあって、卒業時には毎
日5,000もの人が訪れるウェブサイトになり、個人事業の売り上げで
生活できる水準に到達しました。

　卒業後は、道内の出版社に雑誌記者として就職し、目標であった
「各地を飛び回りながら働く」ことが実現しました。しかし、学生の
頃のように好きなテーマを取材・表現したい思いが日に日につもり、

半年も経たずに独立してフリーラ
イターになったのです。北大卒の
新入社員ということで、社長はじめ、
先輩方に寄せていただいた期待を裏切
る形になり、申し訳なく思いました。
それでも、自分の心の声以上に優先
すべきものはないと判断し、素早い
キャリア転換を試みます。

　独立後は道内を転々としながらフリーライターや、学生時代から続
けていたウェブサイトでの広告ビジネスを続けて生計を立てました。
継続の成果か、数ヶ月後には収入の目処が立ち、2017年からは日本を
飛び出し、海外各国への取材を始めます。パソコン一台で仕事が完結
できるので、日本に住む必要もなく、むしろ生活費の安い東南アジア
で生活した方が節約になると考えたのです。それに、学生時代に海外
旅行や留学をしていなかった心残りもありました。世界を旅しながら
働くことは、今や決して難しいことではありません。それでも若い世
代ではまだまだ前例が少なかったので、自分が開拓者のような存在に
なれればと、意気揚々と旅に出ていきました。

OBブログ紹介（https://www.yamamototetsu.com/）

山　本　　哲
（平成28年卒）

　ブログにとどまらずツイッターにおいても、海外ノマド情報を中心に旅行、生き方、
投資、語学学習、スタートアップなど幅広いコンテンツを発信し続ける「テツヤマモト」
さん。そのバイタリティとアイデアはとどまるところを知らないようです。
　事務局の求めに応じ「世界を旅しながら働いた 3年間」と題し寄稿いただきました。

世界を旅しながら
働いた３年間
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●昨年のご報告
　昨年10月17日新宿ライオン会館にて文系4学部合同東京同
窓会が開催されました。
　札幌では既に数年前からホームカミングデー時に文系4学
部合同の同窓会が開催されていますが、東京では従来から隔
年開催の法・経合同東京同窓会を発展する形で初めての開催
となりました。

　当日は4学部全ての同
窓生約70名に加え、本学
から長谷川晃副学長、加
藤智章法学部長・法学研
究科長、平本健太経済学
研究院・経済学院長
（S62）、杉江和男東京同

窓会会長（S45応化院）も加わり、賑やかに開催されました。

　今回は初開催という事で「とにかく、学部・世代を越えて懇
親できる雰囲気を大事にし、参加者（特に若い世代）に『楽し
かった。また来たい。』と思って貰えるようにしよう」という事
で講演会等なし、来賓・参加者の挨拶もお酒を交えて懇談をし
ながら聞くというスタイルで開催しました。その効果があっ
てか会場のあちこちで談笑の花が咲いていました。
　長谷川副学長・加藤先生・平本先生からは大学の
現状・課題等について、杉江会長からは「母校の現
状の厳しさ（世界最高水準の教育研究活動が相当見
込まれる国立大学法人を文部科学省が「特定国立大
学法人」に指定した6大学（今は7大学）に北大は入っ
ていない等）を認識した上で大学全体が活性化し、先
生方の研究や教育が更に充実できるよう我々が支援
していなかければならない。」と話がありました。
　経済学部東京同窓会の陣谷会長には乾杯の挨拶を
して頂きました。その中で会長交代の報告があり、永
松昌一新会長（S57年所ゼミ卒）の紹介がなされまし
た。陣谷会長、6年間本当にご苦労様でした。

　永松新会長からは、東京同窓会が発展するよう努力してい
くことの所信表明をいただきました。

　今回は初めての合同同窓会ゆえ、文学部、教育学部の参加
者数名にスピーチ頂き、夫々から学部やサークル以外でこう
した交流ができることは人脈形成に有効であり、今後も機会
があれば積極的に参加し、北大の思い出を語り、「都ぞ弥生」の
大合唱で青春時代に一瞬でも戻りたい等の話がありました。
　また、9月 5日の台風23号および翌日の胆振東部大地震に
より被害を受けた本学キャンパスの支援カンパが実施され、
今回の同窓会事務局を務められた今田久美子さん（H 2教育）
が募金箱を持って会場内に呼びかけて下さり参加者の皆さん
の善意により65,650円の寄付が集まりました。（これらの善
意はフロンティア基金へ寄付させて戴きました）
　最後に「都ぞ弥生」で楽しかったひとときを締めくくり、再
会を誓いましたが、かな
りの数の方々が2次会に
繰り出し、夜遅くまで懇
親を深めました。
　次回は経済学部単独開
催ですが、文・教育の皆様
にも声掛けをして賑やか
に開催したいと思います。

文系 4学部合同東京同窓会を初開催
今年は10月11日に行います!!!

●今年の東京経済学部同窓会
日時：10月11日（金）18：30～
会場：「こけし屋」　JR西荻窪駅　南口徒歩0分
（S58経済学部卒大石さん経営の有名フレンチ店です）
〈https://r.gnavi.co.jp/p189000/〉
会費：5,000円（平成21年卒以降は3,000円）
お申込み：9月30日までに卒年と氏名を
　　iijuft@frontier.hokudai.ac.jp 宛てにメール願います。
東京周辺の皆さま、楽しい集まりにご参加ください！

最後はやはり「都ぞ弥生」で締め

東京同窓会事務局長
　菅　埜　　誠　（昭和52年卒）

北大経済学部　同窓会報
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令和元年
北大経済学部同窓会・懇親会のご案内
例年同様、大学のホームカミングデーに合わせて講演会、同窓会総会、
懇親会を行います。ご都合に合わせどこからご参加いただいても構いま
せん。秋の一日、ご友人やご家族お誘いあわせの上、久しぶりに母校を
訪れられてはいかがでしょう。
日　時：令和元年 9月28日（土）
•講演及およびパネルディスカッション　14：00～16：30
「北海道観光の新たな可能性―アドベンチャートラベルとは？」（※）
　　パネリスト　かとう　けいこ 氏（㈱まちづくり観光デザインセンターCEO）
　　　　　　　　渡　辺　敏　哉 氏（まるぜん観光㈱代表取締役）
　　司会　　　　平　本　健　太 氏（北大大学院経済学研究院長）
　　人文科学研究棟（通称W棟）103号…ちょうど博物館の対面です
•同窓会総会　16：45～17：15
「軍艦講堂」 2番教室（上記の講演会場に隣接しています）
•同窓会懇親会　17：30～19：00
北大生協　中央食堂 2階

会　費：3,000円　　同伴家族 2,000円　　学生 1,000円

（※）講演趣旨 
インバウンド観光客は年々増
加の一途をたどっており北海
道の基幹産業の一つとして
観光に対する期待がますま
す大きくなっています。こう
した状況において、「アドベ
ンチャー・ツーリズム」ある
いは「アドベンチャー・トラ
ベル」という用語が注目さ
れています。2021年の秋にア
ドベンチャートラベルワール
ドサミット（ATWS）を北海
道に誘致しようという機運も
高まっております。
北海道観光の新たな起爆剤
となるアドベンチャー・トラ
ベルとは何か、その経済的
意義や期待される効果はい
かなるものか、等についてこ
の分野に深くかかわっておら
れるお二人をお招きして北海
道観光の新たな可能性につ
いて展望します。

今年は経済学部が幹事です!ぜひ、お出かけくださいぜひ、お出かけください

web フォームに必要事項をご入力いただき、
ご寄附またはお問い合わせが可能です。

「クレジットカード決済」
「郵便振替・銀行振込」
「銀行口座振替」
「コンビニ決済」  がお選びいただけます。

Hokkaido University Faculty of Economics
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令和元年 7月期  収支報告
自　平成30年 8 月 1 日 至　令和元年 7月31日

項　目 金　額（円） 備　　　考

収　
　

入

前期繰越金 4,478,366

会 費 収 入 4,567,370 終身会費ほか

協賛金収入 784,450

広 告 収 入 389,870 会報34号

総 会 収 入 48,000

そ の 他 3,900

計 10,271,956

支　
　

出

消 耗 品 費 22,950 インク、ラベル等

会 議 費 0

総会関連費 76,093

助 成 金 200,000 卒業祝賀会助成、優秀論文賞

通 信 費 457,252 会報発送代、往復はがきほか

会報作成費 697,154 会報34号

旅 費 0

事 務 費 600,000 事務局実費

印 刷 費 26,440 封筒類印刷費等

雑 費 242,064 入会記念品

計 2,321,953

次期繰越金 7,950,003

合計 10,271,956

20万円　佐々木俊夫（s57）
10万円　阿部孝司（s39）
5 万円　加藤勝利（s35）中村宙正（h12）
2 万円　伊東孝（s34）西川平治（s36）蔵田博司（s44）
1 万円　 富田初（s27）田中辰二（s28）佐藤浩二（s29）杉山喜一郎（s30） 

古東修（s31）高田迪允（s31）佐藤茂行（s32）横山正之（s33）  
漆崎富子（故健治s34夫人）村山哲（s34）広瀬恭平（s35）吉崎正人（s36） 
城田昌良（s37）菅原眞（s37）村瀬光正（s37）佐藤市雄（s42）  
坪井孝雄（s42）高野一夫（s45）西川（西脇）則子（s46）濱向昭一（s47） 
湯川康史（s47）八重樫悟（s48）和久井俊秀（s48）岩本栄一（s49） 
鐵川照夫（s49）田中利男（s50）宮下隆幸（s53）津村晶（s58）Y.O（s59） 
H.Y（s61）T.M（h3）小泉修一（h4）小島真宏（h22）

　昨年 9月より「協賛金」の募集を始めたところ、趣旨に賛同いただけた方々
より79万円を集めることができました。
　これらのお金は一般の会費収入とは別会計とし、全額を在校生への学業・
就職支援のためにつかいます（優秀論文賞枠の拡張、成績優秀者への表彰、留
学や研究施設改善への助成など、学部長との協議を経て使途を決定します）。
　今後とも母校後輩へのサポート、よろしくお願い致します。応募いただい
た方は下記の通り（敬称略、カッコ内は卒年）。

協賛金協賛金（学生支援金）（学生支援金）ありがとうございましたありがとうございました

　在学生の学業及び就職への支援の一環として大手人材広告企業株式会
社マイナビと共同で、主に3年生を対象にインターンシップ参加に向け

ての準備講座
を6月に開催
しました。経
済学部の授業
の一環として
2回、授業以
外で1回講座
を開催し、延
べ130名に近

い経済学部生が参加（写真）しました。就職
活動が秒読みに入ってきた3年生にとって
は、就職を身近に感じる、実践的な講座内
容となり、参加者たちには大変好評でした。
　今後3年生に向けては、秋にも学部OB
を招いての意見交換、選考本番対策セミ
ナーなどを実施する予定です。また1・
2年生に向けても「低学年キャリア支援
講座」を開き、就職への漠然とした不安
や情報不足を解消し、サポートしてい
きたいと考えています。

経済学部同窓会とマイナビとの共同企画第一弾

北大経済学部　同窓会報

18 Hokkaido University Faculty of Economics



札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
丁
目
南
大
通
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）６
６
７
７

（
経  

昭
和
46
年
卒
）

弁
護
士吉　

川　

正　

也

札
幌
市
中
央
区
南
23
条
西
９
―
１
―
25

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
５
２
２
）８
１
７
０

（
経  

昭
和
47
年
卒
）

公
認
会
計
士

上
野
公
認
会
計
士
事
務
所

上　

野　

昌　

美

札
幌
市
東
区
北
二
十
二
条
東
十
八
丁
目
三
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
７
８
３
）８
１
２
３

（
経  

昭
和
48
年
卒
）

公
認
会
計
士

遠
藤
公
認
会
計
士
事
務
所

遠　

藤　

昭　

一

（
法  

昭
和
45
年
卒
）

公
認
会
計
士　

税
理
士

山
崎
公
認
会
計
士
事
務
所

山　

崎　
　
　

駿

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
５
丁
目

サ
ン
ワ
ー
ド
ビ
ル
８
階

電
話 

０
１
１（
２
１
１
）１
７
８
６

池
田
裕
一
公
認
会
計
士
事
務
所

（
経  

平
成
15
年
卒
）

池　

田　

裕　

一

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
５
丁
目
10
―
２

サ
ン
ワ
ー
ド
南
２
西
５
ビ
ル
４
階

電
話 

０
１
１（
２
３
１
）５
２
４
０

札
幌
市
中
央
区
北
6
条
西
12
丁
目
８
―

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
２
２
）４
８
３
９

バ
リ
ア
フ
リ
ー
本
の
子
ど
も
図
書
館

公
益
財
団
法
人　

ふ
き
の
と
う
文
庫

（
経  

昭
和
37
年
卒
）

業
務
執
行
理
事

阿
久
津　

良　

二

（
経  

昭
和
36
年
卒
）

代
表
理
事高　

倉　

嗣　

昌

（
経  

昭
和
41
年
卒
）

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
二
丁
目
三
二
二
番
地

新
栄
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
７
１
）８
４
６
２

税
理
士

中
川
原
税
務
会
計
事
務
所

中
川
原　

慶　

憲

（
経  

昭
和
41
年
卒
）

札
幌
市
北
区
北
十
九
条
西
五
丁
目
一
番
十
九
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
７
４
６
）５
６
４
６

（
経  

昭
和
41
年
卒
）

税
理
士

山
田
建
一
税
理
士
事
務
所

山　

田　

建　

一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
二
丁
目
新
永
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）７
５
１
２

（
経  

昭
和
45
年
卒
）

代
表
社
員　

公
認
会
計
士

札
幌
監
査
法
人

髙　

野　

一　

夫

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
12
丁
目
３
２
０‒

８

札
幌
森
ビ
ル
３‒

３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
０
６
）４
２
３
６

（
経  

平
成
11
年
卒
）

税
理
士

吉
田
大
吾
税
理
士
事
務
所

吉　

田　

大　

吾

（
経  

平
成
４
年
卒
）

代
表
社
員　

公
認
会
計
士

監
査
法
人
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

北　

村　

好　

孝

札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
11
丁
目
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
１
１（
２
３
２
）７
１
０
２

札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
９
丁
目 

井
門
札
幌
Ｓ
１
０
９
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
１
）８
２
６
―
５
２
６
５

（
経  
平
成
６
年
卒
）

代
表
社
員　

公
認
会
計
士

監
査
法
人
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

堀　
　
　

俊　

介

苫
小
牧
市
音
羽
町
１
丁
目
８
番
６
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
４
４（
３
４
）０
３
８
５

U
RL

：http://w
w
w
.taxm

akita.com

（
院
経
済  

平
成
22
年
卒
）

税
理
士

牧
田
税
理
士
事
務
所

牧　

田　

秀　

崇

札
幌
市
北
区
北
７
条
西
２
‐
20 

東
京
建
物
札
幌
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
９
９
）２
６
２
４

E-m
ail

：y-nakam
ura@

kitam
ae.or.jp 

（
経  

平
成
12
年
卒
）

統
括
代
表
社
員
・
CEO（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

税
理
士
法
人
北
前
会
計

中　

村　

泰　

道

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
六
丁
目
十
四
番
地

大
友
ビ
ル
四
階（
南
二
条
通
沿
い
南
向
き
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
１
８
）３
５
６
６

（
経  

昭
和
54
年
卒
）

不
動
産
鑑
定
士    

宅
地
建
物
取
引
士

メ
グ
ロ
オ
フ
ィ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

目　

黒　

健　

兒
不動産の鑑定評価と仲介

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

弁
護
士工　

藤　
　
　

倫

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
十
二
丁
目
二
番
地

ベ
ル
ッ
ク
ス
北
五
ビ
ル　

Ｂ
館
二
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）５
２
７
５

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
６
丁
目
３
―
２

南
３
条
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
６
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）２
０
６
１

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

税
理
士　

中
小
企
業
診
断
士

田
中
利
男
税
理
士
事
務
所

田　

中　

利　

男

北
広
島
市
大
曲
工
業
団
地
五
丁
目
一
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
３
７
７
）４
０
１
１

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

タ
ー
フ
テ
ッ
ク

宮　

本　

裕　

司

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
経  

昭
和
57
年
卒
）

代
表
執
行
役
副
社
長

永　

松　

昌　

一

〒
０
０
７
―
０
８
３
４

札
幌
市
東
区
北
34
条
東
７
丁
目
３
番
20
号　

イ
ワ
モ
ト
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
１
４
）１
１
７
６

（
経  

昭
和
53
年
卒
）

税
理
士
・
代
表
取
締
役

岩
本
敏
美
税
理
士
事
務
所

㈱
イ
ワ
モ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

岩　

本　

敏　

美

名  

刺  

広  

告

Hokkaido University Faculty of Economics

北大経済学部　同窓会報

19



会 費 の お 願 い

年 会 費　 3,000円
終身会費　30,000円

言うまでもなく同窓会活動は会員からの会費収入によって成り立っ
ております。現役の学生を同窓会に迎えたことで財政的には一時的
な余裕状況となりましたが、依然厳しいと言わざるを得ません。ど
うかご理解をいただき年会費（3,000円）の継続入金と終身会費の
納入をお願い申し上げます。

また昨年創設した協賛金は一口１万円とし、その使途は原則全額を
現役学生への支援に充てます。従来から行っている卒業を祝う会や
優秀論文への寄付増額にとどまらず、ゼミ研究・就職活動の支援に
使用します。

他学部では同窓会による「寄付金講座」など新設する動きもありま
すが、身の丈に合った経済学部らしい有効策を、スピード感を持っ
て具現したいと考えております。
なお、協賛金を納めていただいた方のご芳名を同窓会報に記させて
いただきます。

また、昨年会報で既報の通り、終身会費納入者以外で直近５年間一
度も年会費（３千円）を納めていただけない会員に対しては、会報
の送付は行いません。
どうかご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

振込方法は郵便局、コンビニにて同封の
「払込取扱票」にてお願いいたします。
なお、協賛金は郵便局のみとなりますので

ご注意ください。

編集後記
● 北大経済学部は1950年の第 1 期卒業
から数えて70年が経過します。我が
同窓会も在校生を迎えたことで構成
員の歳の差が一段と拡がりました。
　 今号の「近況」には米寿の大先輩か
ら現役の大学院生までの方々が大学
時代の思い出と同時に、職場や家庭
での活き活きとした日常を綴ってく
れました。「400字程度で」とお願い
したのをしっかり守っての寄稿、あ
りがとうございました。

● 平本経済学院長・学部長の「巻頭言」
にもあるように、今年のホームカミ
ングデー（ 9月28日）の講演会は経
済学部が 4年に一度の幹事です。北
海道観光を新しい視点で考える興味
深い企画です。一般の方の参加も大
歓迎です。その後の同窓会や懇親会
にもご都合に合わせご参加ください
（詳細は17ページをご参照ください）。

● 今年の北大合格者のうち道外高校出
身者が67.8%と過去最高となりまし
た。思い出せば昔は下宿や寮が当た
り前（しかも相部屋だったり!）。今の
学生は共同トイレなどは論外でワン
ルームマンションが大人気とか。そ
のかわり、切り詰めた生活の中で勉
強はきちんとしています。

● 事務局では同窓会の行事や企画にお
手伝いいただける方を募集中です。
ワイワイと普段着の運営をしており
ます。少しでもお時間ある方のご連
絡をお待ちしております。

（岩）
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